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平成２８年１０月 第８９号（2）きもつき１１９

　

熊
本
県
か
ら
大
分
県
に
か
け
て
発
生
し
た

「
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
」
に
伴
い
、
鹿

児
島
県
緊
急
消
防
援
助
隊
が
出
動
し
、
被
災

地
で
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

【
本
消
防
本
部
派
遣
状
況
】

・
一
次
派
遣
隊
四
月
十
六
日
〜
二
十
日

　

救
助
小
隊
（
六
人
）
救
急
小
隊
（
三
人
）

　

後
方
支
援
小
隊
（
四
人
）　

・
二
次
隊
派
遣
四
月
二
十
日
〜
二
十
五
日

　

消
火
小
隊
（
五
人
）

　

後
方
支
援
小
隊
（
四
人
）

・
三
次
派
遣
隊
四
月
二
十
五
日
〜
二
十
六
日

　

消
火
隊
（
五
人
）

　

後
方
支
援
小
隊
（
二
人
）

緊
急
消
防
援
助
隊
派
遣

南阿蘇村高野台での捜索状況

　　まず身の安全 　　火の元確認
　　初期消火

　　あわてた行動
　　ケガのもと

　　出口を確保

　丈夫なテーブルの下な
どに隠れ、身の安全を最
優先に行動する。

　火の元を確認し、出火
したときには、落ち着い
て消火する。

　ガラスの破片や、転倒
した家具等に注意する。
外に出る際は瓦などの落
下に注意する。

　窓や戸を開け、出口を
確保する。

　　 ブロック塀や石
垣などには近寄
らない

　　 火災や津波　確かな避難 　　正しい情報
　　確かな行動

　屋外で揺れを感じた
ら、ブロック塀などには
近寄らない。

・ 　地域に大規模な火災
の危険が迫り身の危険
を感じたら、避難場所
へ避難する。

・ 　沿岸部では、大きな
揺れを感じたり 津波警
報が出されたら、高台
などの 安全な場所に素
早く避難する。

　ラジオやテレビ、消防
署、行政などから正しい
情報を得る。

　　わが家の安全
　　隣の安否

　　 協力し合って
　　救出・救護

　　  避難の前に　安全確認　電気・ガス

　わが家の安全を確認
後、近隣の安否を確認す
る。

　倒壊家屋や転倒家具な
どの下敷きになった人を
近隣で協力し、救出・救
護する。

　避難が必要なときには、ブレーカーを落とし、ガス
の元栓を閉めて避難する。

地震から身を守る　　項目地震から身を守る　　項目1010
１１

　　５５

　　８８

　　３３

　　  1010

　　２２

　　６６

　　９９

　　４４

　７７



幼年消防クラブ員幼年消防クラブ員

によるによる

防火パレード♪防火パレード♪

消防団と消防署の消防団と消防署の
合同火災合同火災
防ぎょ訓練防ぎょ訓練

住民を住民を
対象とした対象とした
防火指導防火指導

平成２８年１０月第８９号（3） きもつき１１９

　

平
成
二
十
五
年
に
京
都
府
福
知
山
市
の
花

火
大
会
で
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
爆
発
事

故
は
、
携
行
缶
か
ら
発
電
機
に
給
油
す
る
際

の
不
手
際
に
よ
り
発
生
し
て
い
ま
す
。
悲
惨

な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
為
に
も
次
の
事
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

平成28年11月９日（水）～11月15日（火）
全
国
統
一
防
火
標
語

　

ガ
ソ
リ
ン
は
、
高
温
に
な
る
と
揮
発
し
携

行
缶
内
の
圧
力
が
上
昇
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま

キ
ャ
ッ
プ
を
開
け
て
し
ま
う
と
、
ガ
ソ
リ
ン

が
噴
き
出
て
大
変
危
険
で
す
。
必
ず
エ
ア
調

整
ネ
ジ
を
ゆ
っ
く
り
緩
め
、
エ
ア
抜
き
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　

発
電
機
等
に
給
油
す
る
際
は
、
引
火
す
る

恐
れ
が
あ
る
の
で
、
絶
対
に
エ
ン
ジ
ン
を
停

止
し
て
く
だ
さ
い
。
携
行
缶
は
直
射
日
光
の

当
た
る
場
所
や
、
高
温
と
な
る
場
所
に
は
保

管
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●●

給
油
時
は
必
ず
エ
ア
抜
き

　

ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
は
灯
油
用
ポ
リ
タ
ン
ク

に
貯
蔵
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
容
器
を
侵
食

し
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

●●

ポ
リ
タ
ン
ク
に
つ
い
て 注

意

火
災
予
防
運
動
っ
て

ど
ん
な
こ
と
を
し
て

い
る
の
？

訓
練
や
建
物
の
検
査
、

高
齢
者
等
の
防
火
指

導
を
し
て
い
る
よ
。

目　的
　火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の
普及を図ることで、火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者
の発生を減少させるとともに、財産損失を防ぐことを目的として、毎年
この時期に実施しているものです。

重点目標
⑴　住宅防火対策の推進
⑵　放火火災防止対策の推進
⑶　特定防火対象物等における防火安全対策の徹底
⑷　製品火災の発生防止に向けた取組の推進
⑸　多数の者が集合する催しに対する火災予防指導等の徹底

携
行
缶
の

　

取
扱
い
に

 秋の全国火災予防運動

携
行
缶
の

携
行
缶
の

　

取
扱
い
に

　

取
扱
い
に



平成２８年１０月 第８９号（4）きもつき１１９

　

平
成
二
十
八
年
五
月
、
鹿
屋
市
内
の
共

同
住
宅
で
住
人
が
ガ
ス
こ
ん
ろ
に
豚
汁
の

入
っ
た
鍋
を
か
け
た
ま
ま
外
出
。
鍋
が
空

焚
き
状
態
と
な
り
、
発
生
し
た
煙
に
よ
り

住
宅
用
火
災
警
報
器
（
平
成
二
十
年
頃
設

置
␃
が
作
動
。
同
共
同
住
宅
の
住
民
が
警

報
音
に
気
付
き
屋
外
に
出
て
警
報
音
の
す

る
部
屋
を
確
認
す
る
と
、
換
気
扇
か
ら
白

煙
が
出
て
い
た
た
め
、
屋
外
の
ガ
ス
の
元

栓
を
閉
め
、
１
１
９
番
通
報
し
た
も
の
。

　

鍋
の
空
焚
き
の
み
で
、
火
災
に
な
ら
ず

に
済
み
ま
し
た
。

①
周
り
に
知
ら
せ
る

　

小
さ
な
火
だ
と
思
っ
て
も
一
人
で
消
そ
う

と
せ
ず
、␎
火
事
だ
ぁ
ー
␏
と
大
き
な
声
を

出
し
て
家
族
や
隣
近
所
に
助
け
を
求
め
ま

し
ょ
う
。

　

声
が
出
な
い
と
き
は
、
や
か
ん
や
鍋
な
ど

た
た
い
て
周
り
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　

機
種
に
よ
っ
て
は
、
電
池
の
寿
命
が

迫
っ
て
い
た
り
、
既
に
電
池
が
切
れ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

定
期
的
に
点
検
や
清
掃
を
し
異
常
が
あ

る
よ
う
な
ら
ば
、
電
池
交
換
や
本
体
の
取

替
え
を
行
い
、
警
報
器
が
正
常
に
作
動
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

い
ざ
と
い
う
時
の
為
に
、
日
頃
か
ら
の

維
持
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

③
初
期
消
火

　

火
が
小
さ
け
れ
ば
初
期
消
火
を
し
ま
し
ょ

う
。
消
火
器
や
水
な
ど
を
使
い
消
火
を
行
い

ま
す
が
、
天
井
に
火
が
燃
え
移
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
は
す
ぐ
に
避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。

「住宅用火災警報器」「住宅用火災警報器」  設置していますか？設置していますか？

●
奏
功
事
例

（
身
近
な
と
こ
ろ
で
役
に
立
っ
て
い
ま

す
␃

火
災
発
生
！

火
災
発
生
！

未
然
に
防
ぐ
こ
と
！

未
然
に
防
ぐ
こ
と
！

設
置
し
て
か
ら
年
数
が
経

過
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

②
１
１
９
番
通
報
慌
て
ず
、
正
確
に

　

火
災
を
確
認
し
た
ら
１
１
９
番
通
報
を
し

ま
し
ょ
う
。
携
帯
電
話
か
ら
も
１
１
９
番
で

消
防
署
に
つ
な
が
り
ま
す
。
落
ち
着
い
て
、

で
き
る
だ
け
正
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

通
報
メ
モ
（
住
所
・
電
話
番
号
な
ど
␃
を

電
話
機
の
近
く
に
貼
っ
て
お
く
と
落
ち
着
い

て
通
報
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
火
災
発
生
時
の
対
策
を
説
明
し

て
き
ま
し
た
が
、
一
番
の
対
策
は
未
然
に
防

ぐ
こ
と
で
す
。

・
寝
た
ば
こ
を
し
な
い
。

・ 

ス
ト
ー
ブ
等
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

し
て
使
う
。

・ 

こ
ん
ろ
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

消
す
。

　

な
ど
、
簡
単
な
習
慣
づ
け
で
火
災
は
未
然

に
防
ぐ
事
が
で
き
ま
す
。

　

火
災
は
少
し
の
不
注
意
で
発
生
す
る
も
の

で
す
。
大
切
な
家
庭
を

守
る
た
め
に
も
、
し
っ

か
り
と
習
慣
づ
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
時
ど
う
す
る
…
？

一
番
大
切
な
事
は
…



平成２８年１０月第８９号（5） きもつき１１９

 ●本当にあった通報例

住
民
に
感
謝

　

高
規
格
救
急
車
を

　

平
成
二
十
七
年
度
に
大

隅
肝
属
地
区
消
防
組
合
に

三
十
五
メ
ー
ト
ル
級
先
端
屈
折
伸
縮
式
の
は

し
ご
付
消
防
自
動
車
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

従
来
の
は
し
ご
車
と
比
較
し
て
大
幅
に
性

能
が
向
上
し
て
お
り
新
は
し
ご
車
に
は
、
先

端
部
が
独
自
の
機
構
に
よ
り
屈
折
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
電
線
や
樹
木
、
建
物
の
フ
ェ

ン
ス
や
手
す
り
な
ど
障
害
物
を
越
え
ら
れ
る

た
め
、
よ
り
迅
速
で
安
全
な
消
火
・
救
助
活

動
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
従
来
は
、
放
水
を
す
る
際
、
は
し

ご
を
伸
ば
す
た
め
に
別
途
ホ
ー
ス
を
取
り
付

け
、
は
し
ご
の
長
さ
に
合
わ
せ
て
そ
の
都
度

調
整
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
新
は
し

ご
車
で
は
水
路
管
が
は
し
ご
車
の
動
き
に
合

わ
せ
て
ス
ム
ー
ズ
に
伸
縮
す
る
た
め
、起
伏
・

伸
縮
・
旋
回
・
屈
折
時
で
も
自
由
な
放
水
が

可
能
で
、
状
況
に
応
じ
た
迅
速
か
つ
確
実
な

消
火
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
一
日
に
大
隅
肝
属

地
区
消
防
組
合
で
、「
輝
北
高
規
格
救
急
自

動
車
配
備
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
株
式
会
社
森
建
設
（
輝
北
町
上

百
引
）
が
、
会
社
設
立
六
十
周
年
を
機
に
、

こ
れ
ま
で
協
力
い
た
だ
い
た
地
元
の
皆
様
に

恩
返
し
を
し
た
い
と
本
組
合
に
高
規
格
救
急

自
動
車
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昼
夜
を
問
わ
ず
、
多
数
の
救
急
出
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

高
規
格
救
急
車
に
は
、
最
新
式
の
自
動
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
を
は
じ
め
様
々
な
救
急
要

請
に
対
応
可
能
な
救
急
資
器
材
を
積
載
し
て

い
ま
す
。

　

傷
病
者
の
救
命
率
の
向
上
を
図
る
た
め
に

は
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
救
急
現
場
に

居
合
わ
せ
た
方
に
よ
る
早
期
の
応
急
処
置
が

必
要
で
す
。

　

サ
ー
ク
ル
、
事
業
所
、
家
族
、
学
校
の
友

人
同
士
、
個
人
等
、
受
講
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。こ
の
機
会
に
大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
、

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

開
催
日
時

　

 

毎
月
第
三
日
曜
日　

九
時
か
ら
十
二
時

開
催
場
所

　

 

鹿
屋
市
新
川
町
八
〇
〇
番
地

　

中
央
消
防
署

対
象
者

　

 

管
内
に
居
住
し
て
い
る
方
・
管
内
に
勤
務

し
て
い
る
方

　

受
講
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
中
央

消
防
署
救
急
隊
ま
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

電
話
番
号　

〇
九
九
四
―

五
二
―

一
一
九
九

　

近
年
、
救
急
車
の
出
動
件
数
及
び
搬
送

人
員
は
と
も
に
増
加
し
て
お
り
、
救
急
車

の
現
場
到
着
ま
で
の
所
要
時
間
が
遅
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
中
、
大
隅
肝
属
地
区
消

防
組
合
管
内
の
救
急
出
動
件
数
は
、
過
去

最
高
の
七
〇
〇
二
件
で
し
た
。そ
の
中
で
、

約
四
割
は
入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
の

救
急
要
請
で
あ
り
、
本
当
に
救
急
車
を
必

要
と
す
る
人
が
、
後
回
し
に
な
っ
て
し
ま

う
事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

一
刻
を
争
う
緊
急
患
者
の
た
め
に
救
急

車
の
適
正
利
用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

高
層
階
へ
対
応

高
層
階
へ
対
応

三
十
五
メ
ー
ト
ル
級

三
十
五
メ
ー
ト
ル
級

は
し
ご
車
導
入

は
し
ご
車
導
入

（
水
路
付
き
梯
子
車
）

（
水
路
付
き
梯
子
車
）

寄 贈

病院に行く交通手段がない…

日焼けで体がヒリヒリ…

外来で待つのがめんどくさい…

靴ずれが痛くて…

救
急
講
習
を

受
講
し
ま
せ

ん
か
？

救
急
講
習
を

受
講
し
ま
せ

ん
か
？

そ
の

119
番

9

緊
急
で
す
か
？

本当に救急車が
必要ですか？



平成２８年１０月 第８９号（6）きもつき１１９

平成 28 年 4 月 1 日から電話番号が変更になりました。
消防本部
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南
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園
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智
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鹿
屋
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今
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出
身

中
央
消
防
署
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熊
之
細　

亮

南
大
隅
町
佐
多
出
身

南
部
消
防
署

（21）

肥
後　

隆
幸

鹿
屋
市
西
原
出
身

中
央
消
防
署

（19）

　

平
成
二
十
八
年
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
四
月
一
日

付
で
大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合
第
十
九
代
消
防
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

さ
て
、
近
年
の
消
防
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
社
会

構
造
や
環
境
の
変
化
に
伴
い
、災
害
は
複
雑
多
様
化
、

大
規
模
化
し
、
さ
ら
に
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
・
竜
巻
を
始

め
と
し
た
局
所
的
な
災
害
等
も
発
生
し
て
お
り
、
各

種
自
然
災
害
に
対
す
る
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
管
内
に
お
き
ま
し
て
も
、
救
急
件
数
は
年
々
増

加
の
一
途
を
た
ど
り
、
大
規
模
地
震
の
発
生
や
津
波

に
よ
る
被
害
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
管
内
住
民
の
皆
様
の

負
託
に
応
え
る
た
め
、
規
律
を
厳
正
に
消
防
防
災
の

プ
ロ
と
し
て
の
意
識
を
高
く
持
ち
、
日
々
高
度
な
知

識
や
技
術
の
習
得
を
心
が
け
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
地
域
に
密
着
し
た
消
防
業
務
に
ま
い
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
、
六
名
の
新
人
消
防
士
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

二
名
は
消
防
学
校
入
校
中
で
、
四
名
は
各
所
属
で
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
士
と
し
て
責
任
感

を
持
ち
、
日
々
訓
練
に
取

り
組
み
、
先
輩
方
か
ら
学

ぶ
多
く
の
事
を
吸
収
し
、

技
術
・
知
識
を
向
上
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
住
民
の

方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
る
消

防
士
を
目
指
し
、
努
力
致

し
ま
す
。

　

昔
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
消

防
士
に
な
れ
た
事
に
満
足
せ

ず
、
常
に
目
標
を
持
ち
、
消

防
士
に
必
要
な
精
神
・
知
識
・

技
術
を
身
に
付
け
、
安
心
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で

き
る
消
防
士
に
な
り
ま
す
。
一

日
一
日
を
大
切
に
、
日
々
成

長
を
目
標
に
し
て
、
地
域
の

方
々
の
生
活
を
守
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

消
防
士
と
し
て
技
術
も

知
識
も
ま
だ
ま
だ
足
り
な

い
も
の
ば
か
り
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
日
々
訓
練
、
勉

強
を
行
い
、
少
し
で
も
早

く
地
域
の
方
、
先
輩
に
信

頼
さ
れ
る
よ
う
に
、
常
に

向
上
心
を
持
ち
、
何
事
に

も
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

自
分
に
出
来
る
こ
と
を
、一

つ
一つ
全
力
で
行
い
、
公
務
員

と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
初

心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
地
域

に
貢
献
で
き
る
消
防
士
に
な

り
た
い
で
す
。
ま
た
、
周
り
の

人
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
地
域
の
方
々
か
ら

信
頼
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

持
ち
前
の
明
る
さ
と
体
力
を

発
揮
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　

消
防
士
と
し
て
様
々
な

状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
知
識
や
技
術
の
習
得
に

努
め
、早
く
先
輩
方
に
追
い

つ
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

常
に
自
覚
と
誇
り
を
持
ち
、

何
事
に
も
向
上
心
を
持
っ
て

取
り
組
み
、
地
域
住
民
の

方
々
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

災
害
等
の
現
場
で
住
民
の

方
々
を
助
け
た
い
と
思
い
、

消
防
士
を
志
し
ま
し
た
。
住

民
の
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
技
術
や
知
識
を
豊

か
に
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

ど
ん
な
に
苦
し
い
場
面
で
も

弱
音
を
吐
か
ず
、
常
に
全
力

で
何
事
に
も
臨
み
、
信
頼
さ

れ
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
消

防
士
に
な
り
ま
す
。


